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３ 地域福祉を推進する圏域について 

本市は、面積が 616.40 平方キロメートルと京都府の 13.4％を占める大きなまちです。その中に

30,597 人（住民基本台帳（令和４年４月１日現在））が暮らしており、それぞれの地域によって生活の

歴史や文化、抱える問題等も異なっています。 

地域福祉の推進を考える際は、こうした地域課題を一律に市全体で捉えるのではなく、より身近な

地域の中で検討し、解決に向けて取り組むことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

①市圏域 

（全市） 

 

 

 

 

〇町ごとの広域的な課題に対する取組や連携、専門的

な相談支援や複合的な課題への対応などの役割。 

〇市全体の課題の把握や、その解決に向けた総合的な

相談・支援体制の構築、地域資源の発掘・開発、政

策形成などに取り組む役割。 

〇地域課題の把握や解決、専門機関との連携や地域

資源開発、地域福祉を推進する地域づくりなどの役

割。 

〇地域福祉推進組織を立ち上げる際には、旧小学校

区、旧村、ブロックなど町ごとに地域住民の生活に基

づいた圏域となっていることが必要。 

②町圏域 

（４圏域） 

 

 

 

 

③地区圏域 

旧小学校区・旧村・ブロック 

（21～22 圏域） 

 

 

 

 

④行政区圏域 

（176 圏域） 

 

 

 

 

【地域福祉を推進する圏域の考え方】 

〇住民にとって最も身近な圏域であり、見守りや支え合い・助け合い等の基礎的な単位となる圏域。 

〇この圏域には、日常的な見守りを通して課題を早期発見、早期予防をしたり、ニーズを把握するなど、顔の

見える関係ならではの役割がある。 

〇支え合い・助け合いの基礎となるこの区圏域で「地域福祉力」を高め、活動の活発化を促すことが重要。 
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４ 圏域階層別の課題解決・サポート体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 市圏域 
◆市全体の課題把握・解決 
◆地域資源の発掘・開発 等 

② 町圏域 
◆専門的な相談支援 
◆複合的な問題への対応 
◆地域資源の発掘・開発 等 

コミュニティ 
ソーシャルワーカー 

地域包括 
支援センター 

ケアマネジャー 

○○町○○会議 
(第２層) 

南丹市○○会議 
(第１層) 
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③ 地区圏域 
◆地域課題の把握・解決 
◆専門機関との連携 
◆地域資源の発掘・開発 
◆地域福祉を推進する組織づくり 
◆居場所・活動拠点の整備 等 

⑤ 隣近所 
◆日常の見守り 
◆課題の早期発見 

見守りネットワーク 

ふれあいいきいき 
サロン・居場所 

ネットワーク会議  
・見守り会議 等 

住民主体の 

地域福祉推進組織 

高齢者等見守り協定事業者 

ボランティア・地域活動団体 

民生児童委員 

ふれあい委員 

行政区役員・区民 

サロン世話役・参加者 

ご近所さん 

ヘルパー等 

子ども 110番の家 

老人クラブ・女性会・子ども会 等 

○○地区 
福祉推進協議会 

(第３層) 

支え合い・生活支援サービス 
常設サロン・居場所、多世代交流 
ボランティアセンター機能 
なんでも相談窓口 

社会参加・中間的就労 等 

地域福祉・生活支援拠点 

情
報
共
有 

地域課題 

④ 行政区圏域 
◆地域の見守り、地域活動を通じ課題の早

期発見・対応、支え合い活動による解決 
◆地域資源の発掘・開発 

地
域
福
祉 
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支援ネットワーク 

高齢者 

分野 総合相談支援 
コーディネーター 

支援のための 

調整会議 

医療 

分野 

教育 

分野 

その他 

専門 

分野 

障がい者 

分野 

子ども・ 

子育て 

分野 

生活 

困窮者 

分野 

就労支援 

分野 

成年後見 

分野 

 

 

 

今ある制度では対応できない 

課題について協議・検討 

住民主体の組織 

個別ケースの検討から見えてくる 

地域課題を整理・共有 

支援のための調整会議 

 
  

  

  

  

地域だけでは解決が難しい課題に向けて協働 

専門職だけでは解決が難しい課題に向けて協働 

住民 

コミュニティ 

ソーシャルワーカー 
専門職 

地域福祉コーディネーター 

総合相談支援 

コーディネーター 

◆地域と専門分野のつなぎ役 

◆課題の整理、道筋、見通しを立てる人 

総合相談機能 

問題解決プロジェクト 
◆プロジェクト型で制度の狭間の課題に対応 

◆問題解決策の制度化・事業化 

◆既存の制度・事業の見直し 等 


